
《「特殊コレクシ，ン」巡り　②＞

農学部「松原文献』

　先日テレビ・ニュースで，日本人学者が世界で

初めて，生きて動いているシーラカンス0）ヴィデ

オ撮影に成功した旨，報道していた。この放映を

見て，同時に連想したのは，松原教授のことで歩）

った。先生はシーラカンスの鱗を，発見者o）」．

L．B．Smith博1二から，日本ではじめて送っても

らった方で，そo）鱗は今も研究室に保存されてい

る。

　，ところで，農学部には『松原文献』と称さねて

いる別置コレクションが歩）る。これは，京都大学

農学部水産学不斗で水産生物学講座（現称）の担当

教授であった，松原喜代松先生が主に魚類σ）分類

学的研究σ）必要Lかレ〕，自ら収集訓けこ文献集成

を・，1司教才受0）逝」ミ　妾1貴方突σ）纐1了角翠σ）もと1こ　寸舌し

て農学部図レll：室に保存し，利川に供することヒし

たものでル）ろ、，

　先生は，明治4（〕（ll）07）年’iζ塚にお生れにな1），

昭和4年に農林省水産1溝習所養殖学科を卒業。昭

和18年同所教授就任，昭和22年新設された京都帝

国大学農学部水産学：科第4講座担当教授として，

招かれた。先生は昭和4年に，日本近海の魚類採

集のたy）来HしたMichigal1大学教授Carl　L。

Hubbs・博」fのガィドをつとめるうちに，Hubbs教

授の影響を受けて，魚類の分類学的研究に志ざさ

れた。

　分類学の研究には多数の関連文献が必要であり，

水産講習所では，先生が初めて魚類の分類学的研

究を手がけられた故，同所には未だ文献があまり

なく，文献の収集には大変御苦労された。現在の

ように複写機の発達していない時代なので，東大

の図書館で文献を手書きで写したり，私費を投じ

て外国の古書店から購入されたりして文献を収集

された。主として太平洋，インド洋の魚類に関す

る文献を中心に収集されたが，勿論全世界の魚学

に関する主要文献を鋭意収集するよう努力された。

戦前フィリッピンの魚類を研究するため度々日本

に立ち寄一）たW乱shillgtoll大学教授A．Herre博

旧よ，松原教授の御苦労を知1），その収集に協力

された。大戦巾は東京o）自宅の庭に穴を堀って文

献を木箱に入れて埋め，戦火から護られた。戦後

Hul）bs博士とHerre博Ifはいち早く松原教授の

消息を尋ねてきて，戦争で中断していた海外との

交流が再開されることとなった。南アフリカの」．

L．B．Smith教手受は，！Lきた化石と’i重われるシー

ラカンスσ）発見者として有名で泣）ろが，戦後多数

の文献と共に1938年に発見したシーラカンスの最

初の標本σ）鱗を送ってきた。

　このようにして収集された文献の巾には，日本

では容易に1，乙ろことのできないもσ）も含まれてい

て，魚類0）分類学的研究L貴重な‘’在となってい

る，）分類学という学問σ）性質L，そo）文献の生命

力は永く，他の学問分野（特に先端分野）のよう

に文献の寿命が短く，　「半減期」と称する指標が

あるといわれているのとは正反対に，むしろ半永

久的なヌ“命がある。

松原文献には，ド記のような文献が含まれている。

これらのうちには，ヒ記のHubbs，Herre，Smith

の各博士から送られたものの他に，先生の門下生

が手分けして原著論文からタイフ。したものもある。

このタイプ版の論文を見ると，終戦後一時期の先
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学諸氏の努力ぶりに，驚きの目をみはらざるをえ

ない。また，著者自身からタイフ。原稿が松原教授

に直接送られた例もあるようである。例えば，写

真①のタイプ原稿には，左肩に著者の献呈の辞と

サイン，掲載誌Wネイチャー。の年月日がある。

これは，スミス博士が同誌に投稿し，受理されて

掲載号が決まった時点で，同博士が先生にそのタ

イプ原稿の一部を送ったのだろうと推測される。

　モノグラフでは，以下のものが重要であろう。

＃1　Alcock，A．：A　descriptive　catalogue　of　the

　　　　　　Indiandeep－seafishesinthe

　　　　　　Indian－Museum，being　a　re－

　　　　　　visedaccountofthedeep－sea

　　　　　　fishescollectedbytheRoyal
　　　　　　Indian　ルlarine　Survey　Ship

　　　　　　Investigation．

＃522　Boesemaユ1，　M．＝Revision　of　the　fishes

　　　　　　collected　by　Burger　and　von

　　　　　　SieboldinJapan。
＃28　Franz，V．：Die　japanische　Knochenfische

　　　　　　der　Sammlungen　Haberer　und

　　　　　　Doflein．
銘35，36　Goode，G．B．and　T．H．Beεm：Oceanic

　　　　　　ichthyology，pt，1－2．

　雑誌論文では，以下のものが重要であろう。

H．W，Fowlerの一連の論文。

A．W．Herreの一連の論文・

D．S．Jordanの一連の論文。

C．L．Smith　の一連の論文。

上記は，各著者につきほとんど完壁に網羅されて

いる。
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＃310　Schmidt，P．：Fishes　of　Japan，collected

　　　　　　1910．（Trans．Pacific　Comm、

　　　　　　Acad．Sci、U．S．S．R，，2）

＃320　Soldatov，V．K．and　G．」．Lindberg：A

　　　　　　review　of　the　fishes　of　the　sea

　　　　　　of　the　Far－East．（Bull．Pacific

　　　　　　Sci，Fish　Inst．，5）
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　　　　　　　　②

　これらは，題名からも察せられるように，日本

近海の魚類に関するものに限らず，アフリカを含

むインド洋から西太平洋（インド・太平洋という）

にわたる広い海域の魚類が対象となっており，日

本の魚類の研究には，それらが必要だと言われて

いる。また，魚類分類学の分野でも口木の研究者

による日本の魚類の研究が始まる前に，19世紀か

ら外国人による研究業績が多くあり，それらが不

可欠のものとなっている。これらの外困文献を含

む『松原文献』はこの分野での貴電なコレクショ

ンと言えるであろう。

　なお，利用に関しては，他の通常の文献と同様

に閲覧できるが，貸出しに関しては，多少の制限
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がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭28）

追記　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『魚類の形態と検索1～［ll』石崎i隼店　1955（昭

松原先生σ）著書0）主なものには，以下のものが　　　　30）

あ1），こ淑らは『松原文献』を駆使して著された　　　『動物系統分類学　9（L・巾）』巾ill書店　1963

もσ）であろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭38）

『Fl木産魚類検索』共著，r省堂　1938（昭13）　　　『魚類薯‘：　L・ド』共著，恒生社恒生閣　1965

『日木産魚類文献rl録1612～1950』共編1953　　（昭40）

　　　　　　　　　　　昭和61年度特別図書選定リスト

　　　図、些事資料名
1）hilos〔）｝）hical　Stu（lies　Series　in　Philogophy。

　Ed．1）yW．Sellars＆K．Lehrer．
（哲学研究叢書）

Hist（）ryalldmgt・ri・9ral）hy．Ed．1）yR（》bhl
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（歴史学σ）思想セ方法）
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明治前期地誌資料
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（教育における指導性増進のための雑誌）
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